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2014年 12月 1日前後に出現が予想された、ほうおう座流星群の流星の放射点については、ダストトレイル理
論からの予測では、赤経６‐９度、赤緯マイナス２６‐２９度の範囲であり、また対地速度は極めて遅く、秒速
10キロメートルを切る値になるとされていた (Sato & Watanabe 2010)。これだけ低速の流星群の場合では、み
かけの放射点の位置は、天頂引力によって大きくずれると考えられる。また、観測時刻によっては地球の運動を
加味しないと、放射点の分布も正しく表わされなくなる。
スペインおよびアメリカへの遠征観測隊によって撮影されたほうおう座流星群に属する流星から導出された放

射点、および日本国内におけるカメラネットワークによって得られたほうおう座流星群に属すると思われる流星
についても放射点が得られている。本講演では、これらの観測された放射点と、理論的な放射点とを比較した結
果を報告する。


